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この花は小さな花があつまってさいています。よく見ると 
なにかのおっぽのように見えませんか。どうぶつのトラのお
っぽににているようなので、トラノオという名前がつきました。 
 
あちこちの野原にふつうにさいています。やや日当たりのよ
い所がすきなようです。梅雨空のもと、この花が咲いている
と、涼（すず）しさを感じさせてくれるようです。白い花が
うかびあがるように咲いている姿もいいですね。 
 
 
この花は、一番てっぺんが一番開いているようです。これは、
花に集まる虫と関係しているようです。たぶんてっぺんの花
ほど蜜をたくさん出すのでしょう。尾っぽの向きには規則性
があるようです。どちらを向けているでしょう。場所によっ
てちがうのでしょうか。いろいろ調べると楽しいでしょう。 

オカトラノオ（サクラソウ科） 



☆たくさんの花が開いていますが、一番てっぺんが一番開いているように見えませんか。これは、花に

集まる虫と関係しているようです。たぶんてっぺんにさく花が一番みつがあるのでしょう。 

 

☆この花は、どちらに尾っぽを向けているでしょうか。場所によってちがうのでしょうか。 東西南北

のどちらに尾っぽを向けるか、いろいろと調べてみるのも楽しいでしょう。 


